
 
 

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
あ
と
の
各
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

【
書
き
下
し
文
】 

（
注
１
）

子
路
（ 

 
 

）
。（

注
２
）

子
曰い

は
く
、「
己
を
修
め
て
以も

つ

て
敬け

い

す
。
」
と
。
曰
は
く
、

「
斯か

く

の
ご
と
き
の
み
か
。」
と
。
曰
は
く
、
「
己
を
修
め
て
以
て
人
を
安や

す

ん
ず
。」
と
。

曰
は
く
、「
斯
の
ご
と
き
の
み
か
。」
と
。
曰
は
く
、「
己
を
修
め
て
以
て

百
ひ
や
く

姓せ
い

を
安

ん
ず
。
己
を
修
め
て
以
て
百
姓
を
安
ん
ず
る
は
、（

注
３
）

堯げ
う

・
舜

し
ゆ
ん

も
其そ

れ
猶な

ほ
諸こ

れ

を
病や

め
り
。
」
と
。 

【
※

訓
読
文
】 

※
原
文
（
白
文
）
に
句
読
点
、
返
り
点
、
送
り
仮
名
を
つ
け
た
文
章
。 

子

路

問フ
二

君

子ヲ
。一

子

曰ハ
ク、

「
修メ

テレ

己ヲ

以テ

敬ス
ト。」

曰ハ
ク、

「
如キレ

 

斯ノ

而の 

已み 

乎か

ト

。
」
曰ハ

ク、
「
修メ

テレ

己ヲ

以テ

安ン
レズ

ト

人ヲ

。
」
曰ハ

ク、
「
如キレ

斯ノ

而

已

乎ト

。
」
曰ハ

ク、
「
修メ

テレ

己ヲ

以テ

安ン
ズ二

百

姓ヲ

。一

修メ
テレ

己ヲ

以テ

安ン
二ズ

ル
ハ

百

 

姓ヲ

。一

堯
・
舜モ

其レ

猶ホ

病メ
レリ

ト

諸ヲ

。」 

    

 【
現
代
語
訳
】 

子し

路ろ

は
（
注
４
）

君
子
が
す
る
べ
き
こ
と
を
質
問
し
た
。
先
生
が
お
っ
し
ゃ
る
に
は
、

「
自
分
を
磨
い
て
慎
み
深
く
す
る
こ
と
だ
。」
と
。（
子
路
が
）
申
し
上
げ
る
こ
と
に
は
、

「
そ
う
す
る
だ
け
で
す
か
。」
と
。（
先
生
が
）
お
っ
し
ゃ
る
に
は
、「
自
分
を
磨
い
て

周
囲
の
人
を
安
心
さ
せ
る
こ
と
だ
。
」
と
。（
子
路
が
）
申
し
上
げ
る
こ
と
に
は
、「
そ

う
す
る
だ
け
で
す
か
。
」
と
。（
先
生
が
）
お
っ
し
ゃ
る
に
は
、「
自
分
を
磨
い
て
多
く

の
人
民
を
安
心
さ
せ
る
こ
と
だ
。
自
分
を
磨
い
て
多
く
の
人
民
を
安
心
さ
せ
る
こ
と

は
、

堯
ぎ
ょ
う

や

舜
し
ゅ
ん

で
さ
え
も
苦
労
な
さ
っ
た
こ
と
だ
。」
と
。 

（『
論
語
』
よ
り
） 

（
注
１
）
子し

路ろ —
—

—
 

孔
子
の
弟
子
の
一
人
。 

（
注
２
）
子 —

—
—

—
 

先
生
。
こ
こ
で
は
孔
子
の
こ
と
を
指
す
。 

（
注
３
）
堯げ

う

・
舜

し
ゆ
ん —

 
 

古
代
中
国
で
理
想
的
な
政
治
を
行
っ
た
と
言
わ
れ
る
、
伝
説

上
の
帝
王
。 

（
注
４
）
君
子 —

—
—

 

徳
の
高
い
、
理
想
的
な
人
格
者
。 


